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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和８年２月１０日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

○生徒の学習意欲を
向上させるため、組
織的に指導する。

①教員同士の授業互見やデジタル
とアナログを融合させた個別最適
化学習の推進をとおして、授業改
善・学習環境整備を図る。
②授業力向上研修等を充実させ
る。
③生徒・保護者アンケートの改善
と実施に取り組む。

Ａ

○進路指導部を中心
とした学年横断的な
進路指導体制を構築
する。

①『進路の手引』を活用し、１学
年から３年間を見通した進路指導
を行い、適切なキャリア意識を持
たせる。
②進学希望者の進路実現のため、
１学年から保護者への意識啓発と
生徒の学力向上の具体的な方策に
取り組む。

Ａ

○生徒の自律心を育
成するため、組織的
に支援する。

①挨拶、身だしなみ指導等を通し
て、基本的生活習慣を確立する。
②「テーマ」✕「学問」から社会
とのつながりを探究する「総合的
な探究の時間」の充実
③学校行事の充実を図り、豊かな
学校生活を実現し、学校への帰属
意識を高める。

Ｂ

〇部活動・特別活動
の充実と安心安全を
確保する。

①生徒の主体性を引き出し、達成
感を感じさせられる部活動・特別
活動に取り組む。
②あきらめない力、頑張る力、コ
ミュニケーション力など非認知能
力伸長に取り組む。

Ａ

〇学校評議員会・学
校評価懇話会などを
活用し、PTA後援会・
同窓会等と連携した
開かれた学校体制を
構築する。

〇学校の教育活動を積極的に発信
し、保護者・地域・卒業生などに
川高ファンを増やす。

Ａ

○川口高校の教育活
動を積極的に広報す
る体制を構築する。

〇学校HPや学校保護者連絡用メー
ルを活用し、学校の最新情報を積
極的に提供する。

Ｂ

〇適宜学校ホームページを更新し、最新教育
情報を提供することを心掛け、充実・改善に
取り組むことができた。保護者アンケートで
「学校ホームページ更新や連絡アプリ等を活
用し家庭等に情報共有をおこなっている」こ
とに肯定的な回答は90.5％であった。
【課題】新分掌である渉外広報部を中心に広
報活動の充実に向けて取り組んだが、学校と
保護者や地域との連携による理解の共有が必
要である。
【改善策】来年度は学校運営協議会を導入
し、コミュニティ・スクールとして、保護
者・地域等との協働体制を構築し、連携強化

を図る。

〇３年生向けの面接指導、論文指導を全教職員で取り組む
など、進路実現に向けて学年横断的な体制構築ができつつ
ある。
①保護者アンケートでは「進路実現に向けた取組が適切に
行われている」について肯定的な回答90.5%（昨年度
85.0％）
②進学講習が平日講習11講座。夏期講座26講座、冬期講座
5講座を開講し、延べ402名の生徒が受講した。（昨年度48
講座300名）
・３年生(304名）の英検取得者は、準1級1名、2級52名、
準2級80名（全体の43.8％）

１

「高く正し」
【現状】
校訓「高く正し」のもと、朝読書
の取組などにより、落ち着いた雰
囲気の中で授業は行われている。
１人１台のタブレット導入が全学
年完了し、教育のICT化が進ん
だ。
【課題】
早期に生徒一人一人に明確な目的
意識と意欲を持たせるために、教
員の指導力を結集できる体制づく
りとともに、主体的に学習に取り
組む生徒の育成が求められる。

〇学校評議員会・学校評価懇話会
等を通して地域と有益な連携・協
働をすることができたか

〇学校評議員会・学校評価懇話会での意見、保護者アン
ケートでの意見、同窓会総会での意見など学校外の皆様か
らの意見を学校内で情報共有して、学校運営に取り組ん
だ。
〇関連保護者アンケート
・「生徒や保護者などの意見・要望に対して、適切な対応
がなされている」ことに肯定的な回答88.3％。
・「教育活動において外部機関・組織との連携が適切に行
われている」ことに肯定的な回答89.0％
〇さらなる関係機関や地域連携を深めるために、来年度か
ら学校運営協議会を導入することとした。３

「魅力発信」
【現状】
学校HPによる情報発信で、保護者
や地域の方々から一定の評価を得
ており、学校保護者連絡用メール
の活用で、きめ細かな連絡体制を
確立している。学校説明会を３
回、新たにイブニング学校説明会
を５回開催し、出願確定時に1.26
倍と安定した倍率を維持できた。
【課題】
学校HPおよび学校保護者連絡用
メール活用のさらなる充実と、新
分掌である渉外広報部を中心とし
た組織的な情報発信を推進できる
体制づくりが課題である。

〇学校HPの充実強化を図り、本校の魅力について適宜情報
を発信できた。
①学校HPの閲覧回数は、毎年リセットしており、今年度は
128,000回を超えた。学校から必要に応じて保護者へメー
ルを送っているが、未開封の保護者も多く、情報共有の難
しさを感じる。
②学校説明会は、体育館が大規模改修のため使用できない
中で各教室へのオンライン配信形式で対応した。イブニン
グ学校説明会は６回開催し好評であった。

①迅速で正確な学校ホームページ
掲載、学校からの保護者連絡を実
施できたか。
②学校説明会等を工夫して開催す
ることができたか。

①生徒の部活動への加入率と満足
度の前年度との比較
②学校生活への満足度の前年度と
の比較

〇全学年で一人一台のタブレット端末導入とな
り、生徒一人ひとりの個別最適化学習に向けた
取組が進んできた。生徒一人ひとりの進路実現
に向けた取組が大切である。
【課題】大学・専門学校への進学者希望者が
95％を上回る中で、生徒一人ひとりの進路実現
に向けて授業時間と学校行事等との両立が課題
である。
【改善策】都内私立大学の一部では総合型選抜
において「基礎学力テスト」と称して３年生11
月末にいわゆる「年内学力入試」を実施してお
り、今後は増加が見込まれる。対応するために
は、授業時数の確保としっかりとした学習計画
の立案である。
また、保護者アンケートでは「教室、特別教
室、体育施設などの施設設備が整っている」こ
とに肯定的な回答は72.4％（昨年度75.0％）に
とどまっている。真摯に受け止め、生徒の教育
環境の整備に努める。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（２月１日 現在 ）

不十分(４割未満)

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

現状と課題

・学校ホームページで広報活動を行っていく
ことは効果的だと思う。最近は、さらにイン
スタグラムやＸ（旧ツイッター）などのＳＮ
Ｓで発信している高校も増えてきている。い
ろいろな方法で広報活動を続けていくことが
大切である。
・県立川口高校の魅力は、授業や生徒の活発
な様子など、伝えにくいものも多い。その部
分を焦点化して情報発信できるとよいと思
う。
・数年前に比べると活発に学校ホームページ
が更新されている。引き続き、県立川口高校
の魅力を発信してもらいたい。

方策の評価指標

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

〇全学年の生徒がタブレットを保有しており、授業だ
けでなく、各種アンケート調査などでもタブレット活
用するとともに、個別最適学習の構築に向けた基盤整
備に取り組んだ。
①先進校視察を２校行い、教職員で情報共有した。
②学力向上委員会が11月の授業公開月間で各教科の注
目授業を一覧表にして情報共有を行った。
③保護者向けアンケートを改訂し、自由記述欄を設け
るなど意見集約に努めた。

○様々な学校教育活動を通して、主体的に活動する生
徒を育成することができた。
①保護者アンケートで「基本的生活習慣が定着するよ
うに取り組んでいる」ことに肯定的な回答96.4％（昨
年度97.5％）
②川口高校探究活動が定着し、３年生による受験報告
プレゼンなど全校で系統的に取り組めた。
③保護者アンケートで「ホームルーム・生徒会活動や
学校行事が適切に行われている」ことに肯定的な回答
が98.2％(昨年度95.4％）

〇学校教育活動全体を通して、部活動や特別活動の充
実と学校生活の安全、安心を確保することができた。
①部活動の加入率は90.9％（昨年度86.0％）で運動部
52.0％、文化部29.0％。保護者アンケートで「充実し
た部活動が行われている」ことに肯定的な回答92.3％
（昨年度88.9％）
②保護者アンケートで「ホームルーム・生徒会活動や
学校行事などで、誰もが活躍できる場が用意されてい
る」ことに肯定的な回答93.8％

①授業改善等のための先進校視察
を行い、情報共有することができ
たか
②授業力向上研修を実施して意識
共有することができたか
③生徒・保護者アンケート調査内
容の改善と具体的な取組状況

①挨拶・服装・整頓等の年間目標
の実施状況
②総合的な探究の時間の達成状況
③ポストコロナにおいて、生徒の
主体性を生かした体育祭・文化祭
等の学校行事が実施できたか。

①進路指導に対して意欲的に取り
組んだ生徒の割合の前年度との比
較
②各学年が、卒業までの成長を見
通した進学指導体制を構築できた
か

評価項目の達成状況

２

「文武自考」
【現状】
生徒一人ひとりを大切にする指導
により、時間遵守・挨拶等の基本
的生活習慣は整いつつある。体育
祭・文化祭などの学校行事も概ね
計画どおり実施でき、生徒の主体
的な活動を育む場面も多く設定で
きた。
【課題】
ポストコロナの時代において、基
本的な生活習慣の確立とともに、
メンタル的な生徒支援が重要に
なってきている。安心安全な教育
活動をとおして、生徒が自らを律
する心を育成する必要がある。

〇学校行事・部活動等は、感染防止に配慮しな
がら概ね計画通りに実施できた。生徒の主体的
な活動場面を安心・安全に取り組めた。
【課題】基本的生活習慣の確立に向けて継続し
て指導していく必要がある。メンタル的に不安
定な生徒も増加しており、カウンセリング手法
の強化が求められる。
【改善策】職員間の共通理解を図り、継続かつ
統一した指導により、「高く正し」い人間を育
成していく。引き続き、定期的な生徒アンケー
トを実施し、安心・安全な高校生活を送れるよ
うに制度整備する。また、SNSの安全で正しい
使用、依存症の予防等を指導し、更に講演会・
情報収集・研修などを行っていく。

・社会の変化に伴って生徒指導も多様化して
きていると思うが、引き続き生徒自身が自分
を律する力をしっかりと育んでもらいたい。
・県立川口高校の近隣では、日頃の部活動や
体育祭の時などに生徒の元気な声が聞こえて
くる。それにより活力をもらうことができて
いる。
・今の若者は、人間関係を互いに深く議論し
たり、自分の主張を相手にぶつけることが少
なくなっているのではないか。高校時代に他
者に自分の意見を伝える経験を積ませること
も大切だと思う。
・修学旅行は、現在は広島・関西方面で定着
して成果を出している。今後、学校の魅力化
のために海外修学旅行を検討してもよいので
はないか。

・生徒の進路状況について、大学進学に向け
てチャレンジする生徒が増加しているのは頼
もしい。タブレット使用の影響だと思われる
が、進学校でも生徒の計算力が低下してきて
おり、対策が必要である。
・保護者アンケートでは、ハード面である施
設設備に改善を求める意見が多い。同時にソ
フト面である授業充実などに引き続き取り組
んでもらいたい。
・川口市では、小学校から私立に進学する児
童が増加している。公立高校として一層の魅
力化を進めてもらいたい。
・生成AIの普及に伴い、生徒への教科指導も
変化してきていると思うが、今後も文章を書
かせる活動、言語化する活動は大切だと思
う。

令和　７ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 川 口 高 等 学 校 ）　　　　S０２

目指す学校像 生徒の可能性を追求し、進路を実現する力と人間力を高める学校

重　点　目　標
１　高く正し…高い志と目標を持ち、主体的に学習して自己実現を図る生徒育成の教育体制構築を推進
２　文武自考…主体的に取り組む生徒を育成するため活力と特色ある教育活動を推進
３　魅力発信…本校の魅力を積極的に情報発信を行い、信頼される学校づくりを推進

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

達
成
度

　　出席者　学校関係者　　　７　名
　　　　　　生徒　　　　　　８　名
　　　　　　事務局(教職員)　８　名


